


































 実習で対象とした分子は、RA-Ⅶ と呼ばれるアカネ科植物の根から単離された二環性ペプチドである 2)。これに
関して、当時博士課程の大学院生であった野口氏らがシミュレーションによる研究を進めていた 3)。この分子を材
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